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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状化粧料を収容する収容部及び当該収容部の端部の縮径する段差部を介して繋がる開
口頚部を備えた容器本体と、有底筒状に構成されその開口端側が前記開口頚部の外周側に
着脱自在に装着される蓋部と、前記開口頚部の内周側に装着された筒状のワイパーと、前
記蓋部に設けられ当該蓋部が前記容器本体の前記開口頚部に装着されたときに前記ワイパ
ーの筒孔を通して前記容器本体の前記収容部内に進入する軸部及び当該軸部の先端に設け
られ前記液状化粧料に浸漬する塗布体を備えた塗布具と、を具備した化粧料容器において
、
　前記ワイパーは、
　前記開口頚部の内周面より拡径して前記容器本体の前記収容部内に位置し前記容器本体
の前記段差部の内面に対して軸線方向に係合し抜け止めと成る段差部と、
　その内周面に設けられ、前記塗布具の前記軸部及び前記塗布体が通過する際に、付着し
ている余分な液状化粧料を掻き取るための掻き取り孔と、
　その内周面に設けられ、軸線方向に延びると共に周方向に沿って複数が離間して並設さ
れ、内側に向かい突出する厚肉部と、を有し、
　前記厚肉部は、当該ワイパーの前記段差部の径方向内側に位置し、
　前記容器本体の前記段差部に対して軸線方向に係合する前記ワイパーの前記段差部の係
合面の径方向長さＡが、前記ワイパーの前記掻き取り孔を通過している前記軸部の外周面
から当該外周面に対面する前記厚肉部までの長さＢより長いことを特徴とする化粧料容器
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【請求項２】
　前記厚肉部は、前記ワイパーの底部から軸線方向に沿って所定長延びていることを特徴
とする請求項１記載の化粧料容器。
【請求項３】
　前記厚肉部は、前記底部に向かうに従い厚肉となるように傾斜していることを特徴とす
る請求項２記載の化粧料容器。
【請求項４】
　前記ワイパーは、前記底部とは反対側の端面に、前記蓋部を前記開口頚部に装着したと
きに前記蓋部の内側の面と密着する気密用の環状突起を有することを特徴とする請求項２
又は３記載の化粧料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液状化粧料を塗布するための化粧料容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えばマスカラ等の液状化粧料を収容する収容部を備えた化粧料容器にあっては
、塗布体が出し入れされる開口頚部（口部）に、塗布体に付着した余分な液状化粧料を掻
き取るための筒状部材（以下ワイパーと呼ぶ）を装着する場合が多い。このような化粧料
容器では、塗布体を収容部内から引き上げ塗布体に付着した余分な液状化粧料をワイパー
の掻き取り孔により掻き取る際に、ワイパーが塗布体（特に軸部）に引っ張られて開口頚
部から抜け出てしまうことがある。
【０００３】
　以下の特許文献１にあっては、ワイパーを、掻き取り孔より下方に延長し、この延長し
た延長部の下端に、上方に延びる薄肉部又は上方に延び内外を連通するスリットを設ける
と共に、塗布体を径方向外方に屈曲した塗布体とし、この塗布体を引き上げて掻き取り孔
で余分な液状化粧料を掻き取る際に、塗布体の屈曲部がワイパーの延長部に片当たりする
が、上記薄肉部又はスリットにより当該延長部の変形及び拡張を生起し、ワイパーの抜け
出しを防止できるようになっている。
【０００４】
　また、以下の特許文献２にあっては、ワイパーの下端に、上方に延び内外を連通するス
リットを設け、このスリットによりワイパーの弾性変形を容易とし、ワイパーの開口頚部
に対する装着を容易とすると共に、ワイパーの下部に環状の鍔部を設け、当該鍔部を、収
容部の肩部（収容部の端部の開口頚部に繋がる段差部）の内面に対し軸線方向に対面させ
ることで、ワイパーの開口頚部に対する抜け止めとし、この抜け止めにより、塗布体に付
着した余分な液状化粧料を掻き取る際のワイパーの抜け出しを防止できるようになってい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１７２３８９号公報
【特許文献２】実開昭６０－１２６１０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の化粧料容器では、構造が複雑であるという問題がある。ま
た、特許文献２の化粧料容器では、上記スリットによりワイパーを開口頚部に対して容易
に装着できる反面、ワイパーが開口頚部から抜け出しやすくなるという問題がある。
【０００７】
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　そこで、本発明は、簡易な構成で、ワイパーを開口頚部に対して容易に装着できると共
にワイパーが開口頚部から抜け出ることを防止できる化粧料容器を提供することを目的と
している。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による化粧料容器は、液状化粧料を収容する収容部及び当該収容部の端部の縮径
する段差部を介して繋がる開口頚部を備えた容器本体と、有底筒状に構成されその開口端
側が開口頚部の外周側に着脱自在に装着される蓋部と、開口頚部の内周側に装着された筒
状のワイパーと、蓋部に設けられ当該蓋部が容器本体の開口頚部に装着されたときにワイ
パーの筒孔を通して容器本体の収容部内に進入する軸部及び当該軸部の先端に設けられ液
状化粧料に浸漬する塗布体を備えた塗布具と、を具備した化粧料容器において、ワイパー
は、開口頚部の内周面より拡径して容器本体の収容部内に位置し容器本体の段差部の内面
に対して軸線方向に係合し抜け止めと成る段差部と、その内周面に設けられ、塗布具の軸
部及び塗布体が通過する際に、付着している余分な液状化粧料を掻き取るための掻き取り
孔と、その内周面に設けられ、軸線方向に延びると共に周方向に沿って複数が離間して並
設され、内側に向かい突出する厚肉部と、を有し、厚肉部は、当該ワイパーの段差部の径
方向内側に位置し、容器本体の段差部に対して軸線方向に係合するワイパーの段差部の係
合面の径方向長さＡが、ワイパーの掻き取り孔を通過している軸部の外周面から当該外周
面に対面する厚肉部までの長さＢより長いことを特徴としている。
【０００９】
　このような化粧料容器によれば、ワイパーの内周面に、軸線方向に延び内側に向かい突
出する厚肉部が周方向に沿って離間して並設されるため、ワイパーの内周面には、周方向
に沿って凹凸が連続して並び、これらの軸線方向に延びる凹凸のうちの凹部が、ワイパー
を開口頚部に対して装着する際に絞られ、その結果、ワイパーを開口頚部に対して容易に
装着できる。また、開口頚部の内周面より拡径して容器本体の収容部内に位置し容器本体
の段差部の内面に対して軸線方向に係合するワイパーの段差部が、開口頚部に対する抜け
止めとなり、加えて、塗布具を収容部内から引き上げ当該塗布具に付着している余分な液
状化粧料をワイパーの掻き取り孔により掻き取る際に、ワイパーは、塗布具の軸部により
周方向全体に亘って内側に絞られ（収縮し）上方に引っ張られて開口頚部から抜け出よう
とするが、ワイパーの内周面に周方向に沿って離間して配置され内側に向かって突出する
厚肉部によって、当該ワイパーが内側に絞られることが抑止され、この厚肉部がワイパー
の段差部の径方向内側の内周面に位置することから、段差部同士の係合解除が抑止され、
その結果、ワイパーが開口頚部から抜け出ることを防止できる。
【００１０】
　また、容器本体の段差部に対して軸線方向に係合するワイパーの段差部の係合面の径方
向長さＡが、ワイパーの掻き取り孔を通過している軸部の外周面から当該外周面に対面す
る厚肉部までの長さＢより長い構成のため、段差部同士の軸線方向の係合が解除される前
に、掻き取り孔を通過している軸部が厚肉部に当接することになり、ワイパーはそれ以上
内側に絞られることがなくなり、段差部同士の係合解除が抑止され、その結果、ワイパー
が開口頚部から抜け出ることを確実に防止できる。
【００１１】
　また、上記作用を効果的に奏する構成としては、具体的には、厚肉部は、底部から軸線
方向に沿って所定長延びる構成が挙げられる。
【００１２】
　また、厚肉部は、底部に向かうに従い厚肉となるように傾斜していると、この傾斜して
いる部分が、使用者が塗布体を掻き取り孔に進入させる際に誘導する案内となり、塗布体
を容易に掻き取り孔に進入させることができる。
【００１３】
　また、ワイパーは、底部とは反対側の端面に、蓋部を開口頚部に装着したときに蓋部の
内側の面と密着する気密用の環状突起を有していると、この気密用の環状突起と蓋部の内
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側の面とが密着することになり、液状化粧料の揮散を防止できる。
【発明の効果】
【００１４】
　このように本発明によれば、簡易な構成で、ワイパーを開口頚部に対して容易に装着で
きると共にワイパーが開口頚部から抜け出ることを防止できる化粧料容器を提供すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る化粧料容器を示す縦断面図である。
【図２】図１中のワイパーを示す縦断斜視図である。
【図３】図１中のワイパーを示す縦断面図である。
【図４】図３のIV-IV矢視図である。
【図５】図３のV-V矢視図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係る化粧料容器を示す縦断面図である。
【図７】掻き取り孔の位置を説明するための化粧料容器の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明による化粧料容器の好適な実施形態について図１～図７を参照しながら説
明する。図１は、本発明の一実施形態に係る化粧料容器を示す縦断面図、図２及び図３は
、図１中のワイパーの各縦断面図、図４及び図５は、図３中の各矢視図であり、本実施形
態の化粧料容器１００は、使用者により液状化粧料Ｌを被塗布部である顔等の皮膚に塗布
するときに用いられるものである。液状化粧料Ｌは、ここでは、特に好適であるとして、
マスカラとされているが、例えばアイライナー等の他の液状化粧料であっても勿論良く、
種々の液状化粧料を採用できる。
【００１７】
　図１に示すように、化粧料容器１００は、液状化粧料Ｌを収容する容器本体１と、この
容器本体１に着脱自在に装着された塗布具付きキャップである蓋部２と、を概略具備して
いる。
【００１８】
　容器本体１は、液状化粧料Ｌを収容するための収容部３と、この収容部３の上部に一体
に連設され当該収容部３に繋がる開口頚部４と、を備える。収容部３は、有底円筒状に構
成されその内部に液状化粧料Ｌを収容し、開口頚部４は、収容部３より小径の円筒状に構
成されて同軸に配置されると共に、収容部３の上端部の縮径する段差部（所謂肩部）１２
を介して繋がり、その筒内が収容部３内に連通する構成とされている。
【００１９】
　この開口頚部４には、その外周面に、蓋部２を着脱自在に螺合するための雄螺子５が形
成されている。また、開口頚部４には、蓋部２の後述する塗布具１１に付着している余分
な液状化粧料Ｌを掻き取るための円筒状のワイパー６（詳しくは後述）が圧入により装着
されている。
【００２０】
　蓋部２は、有底円筒状に構成され、その開口端側の内周面に、開口頚部４の外周面の雄
螺子５に螺合する雌螺子７を備えている。そして、蓋部２は、その雌螺子７を雄螺子５に
螺合することで、容器本体１に対して着脱自在に装着される。
【００２１】
　この蓋部２には、塗布具１１が設けられている。この塗布具１１は、蓋部２内から容器
本体１の収容部３側（図示下方）に突出する軸部９と、この軸部９の先端に設けられた塗
布体１０と、を備えている。
【００２２】
　軸部９は、蓋部２より小径の円柱体を成し、ワイパー６の筒孔を通過し、さらに当該ワ
イパー６の掻き取り孔８（詳しくは後述）を通過可能とされている。
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【００２３】
　塗布体１０は、ここでは、マスカラブラシとされている。このマスカラブラシ１０は、
ブラシ毛１６を芯体１７に装着したもので、詳しくは、芯体１７を構成する２本の芯線に
ブラシ毛１６を挟み捩り締めたもので、芯体１７は、その径が、軸部９の径より小径とさ
れている。なお、マスカラ以外の他の液状化粧料を用いた場合には、塗布体として、例え
ば、筆穂、ブラシ、刷毛、チップ、コーム等のアプリケータを用いることができる。
【００２４】
　そして、蓋部２が容器本体１の開口頚部４に螺子５，７の螺合により装着されると（蓋
部２が締められると）、軸部９は、ワイパー６の掻き取り孔８を通して容器本体１の収容
部３内に進入し、塗布体１０は、収容部３に貯留されている液状化粧料Ｌに浸漬する構成
とされている。
【００２５】
　ワイパー６は、ここでは、ゴムをコンプレッション成形したものであり、有底筒状に構
成される。このワイパー６は、図１～図３に示すように、その上端に円環状の鍔部１９を
有する。
【００２６】
　鍔部１９は、その下端面が開口頚部４の上端面に当接し、これにより、ワイパー６のそ
れ以上下方への移動を阻止する。この鍔部１９上（ワイパー６の上端面）には、蓋部２が
容器本体１の開口頚部４に装着されたときに、蓋部２の内側の面１８と密着する気密用の
環状突起１５が設けられている。
【００２７】
　また、ワイパー６は、その下部側の外周面に円環状の段差部（ここでは鍔部）１３を有
する。この段差部１３は、開口頚部４の内周面より拡径して容器本体１の収容部３内に位
置し容器本体１の段差部１２の内面２２に対して軸線方向に係合し（対面し）、これによ
り、ワイパー６のそれ以上上方への移動を阻止する抜け止めとして機能する。
【００２８】
　ワイパー６の底部の略中央には、塗布具１１（軸部９及び塗布体１０）が通過する掻き
取り孔８が設けられている。この掻き取り孔８の内径は、塗布具１１の軸部９の外径より
多少小さくされている。そして、この掻き取り孔８を形成する周縁が、当該掻き取り孔８
を通過する塗布具１１の軸部９及び塗布体１０に付着する余分な液状化粧料を掻き取る。
【００２９】
　ワイパー６の内周面には、軸線方向に延び内側に向かい突出する厚肉部１４が周方向に
沿って複数（ここでは３個）離間して並設されている。この厚肉部１４は、底部から軸線
方向に沿って所定長延び（ここでは、上端面近くまで延び）、図１～図５に示すように、
上から下へ、上側厚肉部１４ａ、中間厚肉部１４ｂ、下側厚肉部１４ｃを連続して備える
。
【００３０】
　上側厚肉部１４ａは、下側に向かうに従い肉厚となるように緩傾斜する構成で径方向の
肉厚は比較的小さく、これに続く中間厚肉部１４ｂは、上側厚肉部１４ａより急傾斜とさ
れて径方向の肉厚が大きく、これに続く下側厚肉部１４ｃは、中間厚肉部１４ｂの下端と
同肉厚とされその内側の面２１が垂直に延びて（軸線方向に平行に延びて）底部に達し、
その下端は掻き取り孔８の近傍に位置する構成とされている。この下側厚肉部１４ｃは、
図３に示すように、ワイパー底面からその上端までの高さＨが、ワイパー底面から段差部
１３の段差面２３までの高さと、略同じ高さとされている。
【００３１】
　本実施形態では、これらの上側厚肉部１４ａ、中間厚肉部１４ｂ及び下側厚肉部１４ｃ
より成る厚肉部１４が、図１～図５に示すように、ワイパー６の内周面に周方向に沿って
離間して並設しているため、ワイパー６の内周面には、周方向に沿って厚肉部１４、凹部
２０が連続して並び、凹凸が連続する構成とされている。
【００３２】
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　従って、ワイパー６を容器本体１の開口頚部４に対して装着する際には、周方向に沿っ
て離間して並設されると共に軸線方向に延びる凹部２０が絞られ、その結果、ワイパー６
を開口頚部４に対して容易に装着できる。
【００３３】
　このように構成された化粧料容器１００を使用する場合には、図１に示す状態から、使
用者は、蓋部２を回し螺子５，７の螺合を解除しながら引き上げて当該蓋部２を容器本体
１から取り外す。このとき、ワイパー６の掻き取り孔８を蓋部２の軸部９が通過し、当該
掻き取り孔８を形成する周縁が捲り上げられながら当該周縁により、軸部９の周りに付着
した液状化粧料Ｌが掻き落とされる。
【００３４】
　この状態で、ワイパー６は、塗布具１１の軸部９により周方向全体に亘って内側に絞ら
れ（収縮し）上方に引っ張られて開口頚部４から抜け出ようとするが、ワイパー６の内周
面に周方向に沿って離間して配置され内側に向かって突出する厚肉部１４（特に下側厚肉
部１４ｃ）によって、当該ワイパー６が内側に絞られることが抑止され、この厚肉部１４
（特に下側厚肉部１４ｃ）がワイパー６の段差部１３の径方向内側の内周面に位置するこ
とから、段差部１２，１３同士の係合解除が抑止され、その結果、ワイパー６の開口頚部
４からの抜け出しが防止される。このように、厚肉部１４（特に下側厚肉部１４ｃ）は、
ワイパー６の段差部１３の径方向内側の内周面に位置していれば良い。
【００３５】
　そして、軸部９の引き上げに続いて塗布体１０が掻き取り孔８を通過するが、軸部９の
外径に対して塗布体１０の芯体１７の外径は小さいため、芯体１７の周りのブラシ毛１６
には必要な液状化粧料Ｌが付着した状態で残り、このブラシ毛１６に付着した液状化粧料
Ｌを塗布し、塗布が終わったら、蓋部２を取り出し時とは逆方向に回し螺子５，７を螺合
させながら当該蓋部２を容器本体１に装着する。
【００３６】
　このように、本実施形態においては、ワイパー６の内周面に、軸線方向に延び内側に向
かい突出する厚肉部１４が周方向に沿って離間して並設されるため、ワイパー６の内周面
には、周方向に沿って凹凸が連続して並び、これらの軸線方向に延びる凹凸のうちの凹部
２０が、ワイパー６を開口頚部４に対して装着する際に絞られ、その結果、ワイパー６を
開口頚部４に対して容易に装着できる。また、容器本体１の段差部１２に対して軸線方向
に係合するワイパー６の段差部１３が、開口頚部４に対する抜け止めとなり、加えて、塗
布具１１を収容部３内から引き上げ、付着している余分な液状化粧料Ｌをワイパー６の掻
き取り孔８により掻き取るにあたって、ワイパー６の内周面に周方向に沿って離間して配
置され内側に向かって突出する厚肉部１４（特に下側厚肉部１４ｃ）により、当該ワイパ
ー６が内側に絞られることが抑止され、この厚肉部１４（特に下側厚肉部１４ｃ）がワイ
パー６の段差部１３の径方向内側の内周面に位置することから、段差部１２，１３同士の
係合解除が抑止され、その結果、ワイパー６が開口頚部４から抜け出ることを防止できる
。
【００３７】
　また、本実施形態においては、厚肉部１４は、底部に向かって、上側厚肉部１４ａ、中
間厚肉部１４ｂ、下側厚肉部１４ｃと並び、厚肉となるように傾斜しているため、この傾
斜している部分が、使用者が、塗布具１１の先端の塗布体１０を掻き取り孔８に進入させ
る際に誘導する案内となり、塗布体１０を容易に掻き取り孔８に進入させることができる
。
【００３８】
　また、ワイパー６は、底部とは反対側の端面に、蓋部２を開口頚部４に装着したときに
蓋部２の内側の面１８と密着する気密用の環状突起１５を有しているため、この気密用の
環状突起１５と蓋部２の内側の面１８とが密着し、液状化粧料Ｌの揮散の防止が図られて
いる。
【００３９】
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　なお、厚肉部１４は、掻き取り孔８より軸線方向下方には形成されない。
【００４０】
　図６は、本発明の他の実施形態に係る化粧料容器を示す縦断面図である。
【００４１】
　この実施形態の化粧料容器２００が先の実施形態の化粧料容器１００と違う点は、特に
、容器本体１の段差部１２に対して軸線方向に係合するワイパー６の段差部１３の係合面
の径方向長さＡを、ワイパー６の掻き取り孔８を通過している軸部９の外周面から当該外
周面に対面する厚肉部１４（詳しくは下側厚肉部１４ｃの内側の面２１）までの長さＢよ
り長く設定した点である。
【００４２】
　なお、上記径方向長さＡは、本実施形態では、ワイパー６が容器本体１の開口頚部４に
圧入されワイパー６の外周面と開口頚部４の内周面とが密着しているため、ワイパー６の
段差部１３の段差面２３の径方向長さＡＡ（図３参照）と同じとなっている。因みに、ワ
イパー６の外周面と開口頚部４の内周面とが密着せずにワイパー６の外周面と開口頚部４
の内周面との間に隙間がある場合には、容器本体１の段差部１２に対して軸線方向に係合
するワイパー６の段差部１３の係合面の径方向長さＡは、ワイパー６の段差部１３の段差
面２３の径方向長さＡＡより短くなる。また、上記長さＢは、軸部９の外径が掻き取り孔
８の内径より多少大きくされているため、軸部９が掻き取り孔８を通過していない状態で
の掻き取り孔８から厚肉部１４の内側の面２１までの長さＢＢ（図２参照）より多少短く
なっている。
【００４３】
　このように構成された化粧料容器２００によれば、蓋部２を容器本体１から取り外し、
軸部９がワイパー６の掻き取り孔８を通過しワイパー６が軸部９により内側に絞られ（収
縮し）上方に引っ張られて開口頚部４から抜け出ようとする際に、容器本体１の段差部１
２に対して軸線方向に係合するワイパー６の段差部１３の係合面（ここでは段差面２３）
の径方向長さＡが、ワイパー６の掻き取り孔８を通過している軸部９の外周面から当該外
周面に対面する厚肉部１４（ここでは下側厚肉部１４ｃ）までの長さＢより長いため、段
差部１２，１３同士の軸線方向の係合が解除される前に、掻き取り孔８を通過している軸
部９が厚肉部１４（ここでは下側厚肉部１４ｃの内側の面２１）に当接することになる。
【００４４】
　従って、ワイパー６はそれ以上内側に絞られることがなく、段差部１２，１３同士の係
合解除が抑止され、ワイパー６の開口頚部４からの抜け出しを確実に防止できる。
【００４５】
　以上、本発明をその実施形態に基づき具体的に説明したが、本発明は上記実施形態に限
定されるものではなく、例えば、上記実施形態においては、上側厚肉部６ａは緩傾斜とな
っているが、これは、製造時の金型の抜き勾配を特に考慮したものであり、緩傾斜せずに
軸線方向に平行な厚肉部としても良い。
【００４６】
　また、上記実施形態においては、掻き取り孔８は、ワイパー６の底部に設けられている
が、前述したように、厚肉部１４（特に下側厚肉部１４ｃ）は、ワイパー６の抜け出しを
防止すべく、図７に示すように、ワイパー６の段差部１３の径方向内側の内周面に必ず位
置する必要があり（符号Ｙの範囲に必ず位置している必要があり）、且つ、掻き取り孔８
より軸線方向下方には形成されないことから、従って、掻き取り孔８は、段差部１３（符
号Ｙの範囲）より軸線方向下方のワイパー６の内周面（符号Ｚの範囲）で、厚肉部１４よ
り軸線方向下方の位置であれば、どの位置に設けられていても良い。
【００４７】
　さらに、図６で説明した実施形態では、特に好ましいとして、容器本体１の段差部１２
に対して軸線方向に係合するワイパー６の段差部１３の係合面の径方向長さＡを、ワイパ
ー６の掻き取り孔８を通過している軸部９の外周面から当該外周面に対面する厚肉部１４
（ここでは下側厚肉部１４ｃ）までの長さＢより長くしているが、Ａ≦Ｂとしても、図１
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～図５で説明した実施形態のように、厚肉部１４（特に下側厚肉部１４ｃ）によって、ワ
イパー６が内側に絞られることが抑止されると共に、厚肉部１４（特に下側厚肉部１４ｃ
）がワイパー６の段差部１３の径方向内側の内周面に位置することから、段差部１２，１
３同士の係合解除が抑止され、その結果、ワイパー６の開口頚部４からの抜け出しを防止
できる。
【符号の説明】
【００４８】
　１…容器本体、２…蓋部、３…収容部、４…開口頚部、６…ワイパー、８…掻き取り孔
、９…軸部、１０…塗布体、１１…塗布具、１２…容器本体の段差部、１３…ワイパーの
段差部、１４…厚肉部、１４ａ…上側厚肉部、１４ｂ…中間厚肉部、１４ｃ…下側厚肉部
、１５…気密用の環状突起、２０…ワイパーの凹部、２１…厚肉部の内側の面、２３…ワ
イパーの段差部の段差面、１００…化粧料容器、Ｌ…液状化粧料。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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